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中学生の保護者の援助ニーズが相談意図・相談経験
に及ぼす影響：保護者の心配を媒介として
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The purposes 01 this study are to the characteristics of parental support need主役mongthe 
sc1100l students and to examine their effects on parental consulting intentions and 
from the three of home-room school counselors， 
schoo1. The effects of parentaJ are also Questionnaires 
administered to 497 蜘 Theresults indicate t121t both academic and Jl1 
terms of parental Moreover， the scores were 
t1e scores for girls in the of academic， and support 
needs. However， no significant were observed In どmsof the scores ほかgto student 
gωdes. Structured equation was conducted to examine the effects of parental support needs 
on 問。 ωnsultingintentions and experiences with educational and psycholoぉIexperts， which inclicated 
different effects to type of expert. 
Key words: support needs， junior 
不笠校やいじめの 11;111濯なと中学北に I~IJ わる
傾向は依黙として深刻な状況にあるu そのような
中> 1:j1学生の子どもを持つ保識者1 子どもの成長













































































ブ。ロセスとして 2 ① J~I 己の問題の気づき E ②問題の
重要性の評価，①lきi己の問題解決能力の査定，④援
助青の意思決定，①潜在1]力援助者の探求 2 ①嬰請
ブ11告の枚討 2 ①援助のf:F1ill.iという 7段階があること
を示している (Figure1)。
援日UJ安請の生;担;過程モテ守ルを検証する日f先が，近
年， 1主|内でも多く行われているが(水UiT ・石 l)j~ ，田
村 2006; :iI<井・来月 2007;町村・ 1引法， 2002、








































































































もした :5Jから， 1-したことがない:1 Jの5件法
で回答を求めた。各1;1~1談相手に対する相談窓IRI.相






















































































































































































































(Ta]Jle 2)。その結来，学習而 (t(463)= 4.42，戸
く.001)，心理・社会面 (t(462)= 2.13， jJく.05).進














N M SD N M SD 
:学:~g日目 234 10.86 5，95 231 8.63 4.90 4.42 ネネ*
心四!・社会而 23J 4.69 2.51 233 4.20 2，53 2.13 
進路TW 238 8.94 LJA9 234 7.68 3.76 3.30 *本




]ゴ1': 2 :(1三 3 
Fイlむ
八1 M SD 人J M SD N M SD 
学沼田 178 10.21 5，51 156 9.71 5.45 136 9.26 5.70 1.57 I1S 
心現行:会田 174‘ 4.72 2.79 152 4.38 2.42 143 4，24 2.31 1.55 11S 
進路市 180 8.13 4.20 154 8.57 4.10 143 8.30 4.26 0.47 17S 
178 4.4] 3.00 154 4.61 3.78 144 4.27 3.35 0.37 175 
111寿沙議・館版:1:]学生の保護者の援助ニニ…λ、が相談窓j到・
が見られている。一方s 進路面では
く， 3 :tl:主[，年生と続く oi建接i語も 2
く， 1年生， 3 ij三位と続く。
l Figure 2~ 4 
合)友指標辻学校の先此心おいて
ど(14) = 17.390 (jJニロ之 GFI= .998， AGFlぉ .9己8，
HMSEA = .026， SCにおいて♂ (1令官
争政‘ GFI=.987， AGFI .971 R.TvlSEA:= .021， 
外部の相訟機関において x~ (lら)ロ紛争=.118)， 


































F.igure 3. の相談機関への ~tiIT主主 izaj昔話経
験の説明モデル (12;11やの数イ出は探準協懇話孫数、問
中には有~l[~でおうたもののみをよiてした。手ミ正日立の
， 1i[!.( kv~lf ま i全の;f.スを去し

































ば，永井 2005)Qそのために 3 男子の保護













































































読者が sc を ~;IJWJ しやすくなると考えられる。
rfI1去に， 夕外ト部のJキ布相、i世司詰3主ij主兵去呉段;出問主羽!のモラテヂμν吉jルレについて考;捺令す
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